
年度 交付金 市町村費等 その他 運用益 計

円 円 円 円 円 円 円 円

25 46,144,000 0 0 0 46,144,000 0 46,144,000 0

26 53,111,000 0 0 11,536 53,122,536 46,144,000 53,122,536 46,144,000

27 17,842,000 0 0 4,657 17,846,657 28,000,000 42,969,193 42,674,120

28 44,521,000 0 0 0 44,521,000 42,969,000 44,521,193 50,000,000

29 0 0 0 0 0 44,521,193 0 48,018,640

計 161,618,000 0 0 16,193 161,634,193 161,634,193 186,836,760

注：１　基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・
　　　　市町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及ひ基金残額についても記載すること。
　　２　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員
　　　　等を記載すること。

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

〔補助事業の成果及び評価〕
　整備後、自然災害の農作物への被害防止が図られているか地域住民へのアンケート調査
を実施し確認するので、まだ成果は出ていないが、事業完了後については、円滑に供用開
始されている。。
〔地域住民への周知の実施状況〕
　工事中の立て看板に交付金事業である旨を記載した。
　市のホームページに掲載する。

事業の改善措置及び今
後の対応

　無

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

　無

補助事業の始期及び終期
基金の造成：平成２５年度から平成２８年度まで
基金の処分：平成２６年度から平成２９年度まで

事業費及び交付金額

基金造成額（A) 基金処分
額（B)

基金残額
（A)-(B)

継続事業に
要した額

実 施 場 所 上越市中郷区藤沢地内

補助事業の成果の目標

　本排水路は、JR信越本線と住宅地の間を流れており、農業用排水及び宅地からの流出水
を排除する唯一の排水路である。
　しかし、ほ場整備等により排水路が土水路からコンクリート製品に整備されたことや、
近年の宅地化により流出量が増加し、河床や法面護岸の崩落が進んでいる。また、豪雨時
には排水路の水量が増加するため、通水断面の不足により阻害が生じて溢水被害を及ぼし
たことがあり、市民及び地域協議会から早期の改修が望まれている。
　このことから、排水路の整備により集落の生活環境の改善を図るとともに自然災害によ
る農作物への被害の防止を図る。

【参考指標】
　溢水被害状況：平成10年8月13日、周辺地域被害額2,000千円

補 助 事 業 の 内 容 工事延長　141.0m/141.0m（全体計画）　

付紙様式第２

事　　業　　評　　価　　書

補 助 事 業 名 産業の振興に寄与する施設：芋川排水路整備事業

補 助 事 業 者 名 上越市長


